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春夏秋冬、大自然の

営みには変わることの

無い悠久の歴史があ

る。しかし、その季節の変わり目には必ず変

化の萌しがある。「梅一輪一輪ほどの暖かさ」

敏感に萌しを感じた人がいる。幸いなことで

ある。

人間社会では、心や行動が変化し変遷して

いくのが常である。衆議院選挙に小選挙区制

が導入されたとき、こぞってマスメディアは

日本にも２大政党制時代が来たと伝えた。１０

年経って今その現実に与党と野党は産みの苦

しみを経験している。２大政党制は、税政連

にとって良い萌しとなるのか、悪い兆しとな

るのか。答えは、税理士政治連盟が変わるこ

となく、納税者たる国民にとって民主的で公

正な税務環境の構築を目指し続けるという不

退転の決意を持ち続け、近畿税理士会や他の

関連団体とも協調し合いそれぞれが車の両輪

となって税理士制度の発展に邁進することで

ある。

政治が変わろうとする萌しをチャンスと捉

え、これらの目標を達成するためにはまず、

税理士会会員の行動を変えていただきたい。

税理士政治連盟に対する関心を示していただ

きたい。行動が変われば必ず会員の望む成果

を生むことが出来る。改革は「すべては他責

ではなく自責」から始まる。

第１６７号
平成２０年５月１０日

「藤」尾道市潮声山耕山寺境内 撮影：豊能支部 井関孝之

焦焦 点点
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税理士制度の権益を確保
４月１日、ガソリン税の暫定税率期限切れと共に０８年度は始まった。

今国会は、道路特定財源の暫定税率をめぐって、与野党の議論の応酬が行われる中、３月２７日

には、福田首相が道路特定財源全額を０９年度から一般財源化する新提案を宣言した。首相決断の

今後の行方を見守りたい。

また、一般会計予算は、２月２９日衆院可決。３月２８日、参院は否決したが、同日夜、憲法の規

定による衆院可決優先で０８年度政府予算は成立した。

一方では、与野党対立の煽りで「中小企業における経営の承継の円滑化に関する法律案」は未

だ成立していない。当該法案は、日税政が平成２０年度税制改正に際し、特に緊急かつ重要と思わ

れる要望項目として、是非とも実現できるよう、税理士による国会議員等後援会を中心に陳情活

動を展開してきた「中小企業の円滑な事業の継続のための措置を講ずること」が成案化されたも

のであり、２月５日に閣議決定を受け衆議院へ提出、４月１０日に衆院可決。同日中に参議院にお

いて議案として受理された。我々の要望実現は目前にある。

今期、当連盟運動方針の重点項目には「規制改革の動向を注視し、税理士会への強制入会制と税

理士業務の無償独占堅持のため強力な運動を行う」と掲げている。この項目は、税理士制度の根幹

を揺るがす重要課題である。平成１９年１２月２５日、規制改革会議は第二次答申を決定した。今後も税

理士会への強制入会制度及び資格制度のあり方等を検討するようである。当該答申は国会審議を

経ずに直接首相に提出され、政府の規定方針となり行政当局中心で実行される場合があるという。

税理士は、税理士制度の下に国家の財政基盤を支えている立場に居る。税理士法第一条では（使

命）税務に関する専門家として、独立した公正な立場において、納税義務の適正な実現を図る（要

旨）と定められており、我々税理士の職業倫理は、強制入会制によってこそ担保されるのである。

規制改革の名のもとに業務独占・業務範囲・資格要件の見直し、資格者間の垣根を低くする等、

税理士制度の存亡にかかわる危機的状況がひたひたと迫っている。取り返しのつかない事態が惹

起されることのないよう、機動的な情報収集と適確な対応で税理士制度の瓦解を回避すべく、こ

の難局を克服しなければならない。

当連盟規約では「近畿税理士会に入会している税理士会員は、その資格において会員となる」

と定めている。我々の将来を見据えた場合、後援会の日常活動こそ地道ながら強い政治力が期待

できる。税理士制度の権益確保という目的達成のために渾身の努力を傾けよう。税政連活動によ

って獲得する成果は全会員が享受するものである。税理士業界の発展を期し前進する税政連への

ご理解と、後援会活動へ積極的な参加ご協力を熱望すると共に、財政面での強力なご支援を賜り

たい。 （Ｅ．Ｏ）
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（2） 第 １６７ 号 近 畿 税 政 連 平成２０年（２００８年）５月１０日



平成１９年分の所得税確定申告において、近畿

税理士会では、納税義務の適正な実現を図るこ

とを目的とする税理士の立場及び税理士業務の

社会公共性・独占性に鑑み、各支部において税

務相談会場を開設し、経済的理由により税理士

関与を受けられない納税者に対する税務支援、

税務指導等の施策が実施された。

当連盟では、申告納税制度における税理士の

役割と税務支援対策等の問題点について理解を

得るため、関係国会議員等による税務相談会場

の実情視察を例年どおり実施した。実施にあた

っては、支部連会長、支部長、後援会会長、近

税会支部長等、多数の協力を得ることができた。

国会会期中であり、関係国会議員等の日程調整

が困難であったにも拘わらず、３３名の国会議員

等（秘書を含む）が視察を行った。（平成２０年３

月３１日報告分）

本年度は、各地区の相談会場とともに、近畿

税理士会館に設置された電話相談会場の視察も

取り入れた。視察した国会議員等は、相談に従

事する会員を激励するとともに、申告納税制度

の確実な定着と適正納税の実現のため、税理士

が果たしている役割の大きさに対する認識を一

層深められた。

視察後は、事情の許す限り懇談会を開催し、

税務支援問題等について意見交換を行った。そ

して、地方公共団体の外部監査・地方独立行政

法人の監事制度における税理士の登用等につい

て要望するとともに、平成２０年度税制改正で実

現した項目については御礼を申し上げ、積み残

し部分の早期実現方を要望した。（事務局）

平成１９年度分「所得税確定申告期における税務相談会場」の国会議員等による視察実施状況
院 視察議員 選挙区 政党 視察月日 視察会場
衆 中馬弘毅 大阪１区 自民 ３月３日（月）西納税協会、浪速納税協会、生野納税協会
衆 川条志嘉 大阪２区 自民 ３月１０日（月）阿倍野産業会館、東住吉納税協会

衆 中山泰秀 大阪４区 自民 ２月２５日（月）東成納税協会、大淀納税協会、広域申告センターＪＲ北新地駅前会場
衆 谷口隆義 大阪５区 公明 ２月２５日（月）ＪＡ東淀川支店、西淀川納税協会、此花区役所
衆 大塚高司 大阪８区 自民 ２月２０日（水）豊中市民会館、千里ライフサイエンスセンター
衆 原田憲治 大阪９区 自民 ２月２５日（月）箕面文化センター、茨木市役所南館１０階大会議室
衆 松浪健太 大阪１０区 自民 ２月１８日（月）高槻現代劇場文化ホール３階
衆 平野博文 大阪１１区 民主 ２月１３日（水）樟葉生涯学習市民センター
衆 北川知克 大阪１２区 自民 ３月３日（月）萱島自治会館
衆 西野あきら 大阪１３区 自民 ３月３日（月）東大阪納税協会
衆 竹本直一 大阪１５区 自民 ２月２５日（月）富田林市民会館
衆 中山太郎 大阪１８区 自民 ３月１０日（月）テクスピア大阪（泉大津）
衆 伊吹文明 京都１区 自民 ３月１０日（月）下京納税協会

衆 井上喜一 兵庫４区 自民
３月３日（月）加西商工会議所

西川健太郎秘書 ２月２９日（金）加西商工会議所

衆 渡海紀三朗田城一也秘書 兵庫１０区 自民 ３月６日（木）ＪＡ加古川南野口支所

衆 河本三郎 兵庫１２区 自民 ２月１８日（月）龍野経済交流センター
衆 高市早苗 奈良２区 自民 ３月３日（月）生駒市コミュニティーセンター
衆 上野賢一郎 滋賀１区 自民 ２月１８日（月）瀬田東市民センター
衆 柳本卓治 比例近畿 自民 ２月１８日（月）西成納税協会、近税会住吉支部・会議室、大正区役所

衆 清水鴻一郎 比例近畿 自民
２月４日（月）伏見区役所深草支所
２月１８日（月）三菱東京ＵＦＪ銀行伏見支店

衆 松本剛明 比例近畿 民主 ３月５日（水）灘市民センター、姫路市民会館

衆 滝 実 比例近畿 無所属 ２月８日（金）生駒市コミュニティセンター、大和郡山市商工会館、川原城会館
参 谷川秀善 大阪府 自民 ２月１８日（月）近畿税理士会館、西納税協会
参 北川イッセイ 大阪府 自民 ２月２２日（金）天王寺納税協会
参 梅村さとし 大阪府 自民 ２月２２日（金）近畿税理士会館
参 尾立源幸 大阪府 民主 ２月２５日（月）近畿税理士会館、大阪福島納税協会本部、西納税協会

参 松井孝治 京都府 自民 ２月２２日（金）中京納税協会、京都信用金庫朱雀支店、池坊アッセンブリーホール、大谷婦人会館
参 福山哲郎 京都府 自民 ２月１８日（月）東部文化会館
参 二之湯さとし 京都府 自民 ２月１８日（月）西京区役所洛西支所、京都市北文化会館
参 鴻池祥肇 兵庫県 自民 ２月２２日（金）大庄地区会館
参 石井 一 比例代表 民主 ３月１０日（月）ミント神戸、灘納税協会
非 中野寛成 非現職 民主 ２月２６日（火）豊中市民会館、千里ライフサイエンスセンター
非 左藤 章 非現職 無所属 ３月６日（木）阿倍野産業会館、桑津会館、長吉会館

国国会会議議員員等等にによよるる確確申申期期税税務務相相談談会会場場のの視視察察

平成２０年（２００８年）５月１０日 近 畿 税 政 連 第 １６７ 号 （3）



国会議員等による確定申告期

中馬弘毅議員（左から２人目） 川条志嘉議員 中山泰秀議員

谷口隆義議員（左） 大塚高司議員（右） 原田憲治議員

松浪健太議員（右） 平野博文議員（中央） 北川知克議員（右）

西野あきら議員（中央） 竹本直一議員（中央）

（4） 第 １６７ 号 近 畿 税 政 連 平成２０年（２００８年）５月１０日



における税務相談会場の視察

中山太郎議員（右） 伊吹文明議員（右から２人目） 井上喜一議員（中央）

河本三郎議員 高市早苗議員（右から２人目） 上野賢一郎議員

柳本卓治議員 清水鴻一郎議員（左） 松本剛明議員（中央）

滝実議員（中央） 谷川秀善議員（中央） （次頁へ続く）

平成２０年（２００８年）５月１０日 近 畿 税 政 連 第 １６７ 号 （5）



北川イッセイ議員 梅村さとし議員（中央） 尾立源幸議員（中央）

松井孝治議員（右） 福山哲郎議員（左から３人目） 二之湯さとし議員（左から３人目）

鴻池祥肇議員 石井一議員（後列右から４人目） 中野�成前議員（左）

井上喜一秘書・西川健太郎氏 渡海紀三朗秘書・田城一也氏（左）

（6） 第 １６７ 号 近 畿 税 政 連 平成２０年（２００８年）５月１０日
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本部では、平成１９年度・第１回総務会において「税理士による国会議員等後援会の支援に関

する規程」が制定されたことを受け、後援会の活性化のための意見交換を行うため後援会会長

連絡会議を、また後援会活動を支える支部活動の活性化と会費収納率の向上策について提案と

懇談を行うため支部長連絡会議をそれぞれ開催した。

後援会会長連絡会議
平成１９年１２月２０日、近畿税理士会館で税理士

による国会議員等後援会会長連絡会議を開催し

た。当会議は、平成１９年７月に決定した「税理

士による国会議員等後援会の支援に関する規

程」の周知を図る趣旨で行われ、３８の国会議員

等後援会会長・幹事長、支部連会長・幹事長並

びに南出力利会長をはじめ近税政本部役員が出

席した。日税政から大野後援会対策特別委員長

が来賓として出席し、今回の税制改正における

税政連の活動及びその過程で後援会の果たした

役割を説明し、後援会活動の重要性についての

報告があった。

次に、「税理士による国会議員等後援会の支援

に関する規程」についての説明の後、質疑応答

がなされた。「支援後援会」の会員構成要件等が

変更され、旧規程との相違点について多数の質

問があった。会費収納率の低下傾向のもと、後

援会に加入促進を図り、一人でも多くの会員が

税政連活動の重要性を認識する事となり、その

結果税政連活動が活性化につながるとの内容で

あった。また、一選挙区における複数の後援会

の設立についても質疑応答がなされた。

引き続き選挙２法の勉強会に移り、公職選挙

法及び政治資金規正法における規制など、選挙

２法Ｑ＆Ａの資料等を用いて、後援会活動にお

ける注意事項を研修した。

最後に、年末年始に帰省中の国会議員との懇

談会の開催と確申期における税務支援業務の視

察依頼を要請して閉会した。 （後安宏彦）

支部長連絡会議
平成２０年１月２２日、大阪市中央区の國民會館

大ホールにおいて支部長連絡会議が開催され

た。

会議では、まず支部活動の活性化について意

見交換が行われた。支部では与党、野党の双方

の議員、候補者からアプローチがあり、現場で

は難しい判断を迫られている現状が報告され

た。また、活性化のあり方については、支部単

独での活性化はありえなく、後援会活動を支え

ることにより活性化を図ることができるので、

後援会役員と支部役員との連携が重要であるこ

とが確認された。

次に、会費収納率の向上策について本部から

提案が行われた。平成１９年度会費の未納会員へ

の督促については、支部での対応を強化する。

支部封筒の使用と支部作成文書による支部独自

発送と、その後の会員への個別対応について、

多くの支部が同意した。

最後に、平成２０年度税制改正についてなど、

税政連活動の報告がなされた。税制改正につい

ては、「事業承継税制の見直し」の実現、懸案で

あった「特殊支配同族会社の役員給与の損金不

算入制度」について、与党税制改正大綱に「引

き続き注視する」と記載されるなど一定の成果

があったことが報告された。

税理士制度と申告納税制度のよりよい発展の

ため今後とも積極的な活動を進めていくことを

確認し閉会した。 （事務局）

後後援援会会会会長長連連絡絡会会議議／／支支部部長長連連絡絡会会議議
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西村やすとし議員（右）

西村やすとし後援会
臨時総会

税理士による西村やすとし後援会臨時総会が

平成１９年１２月１４日グリーンヒルホテル明石にお

いて開催された。

来賓として近畿税理士政治連盟から徳冨勲副

会長、井戸本�次幹事長が出席した。

冒頭に故岩本輯前副会長を偲び黙祷を捧げ、

河合正美後援会会長の挨拶の後、上村正和幹事

長の司会により開会。本日の議題である副会長

の後任人事について審議を行った。副会長の席

には洲本支部の馬詰政美会員を選任した。馬詰

政美副会長より「選挙期間中の注意」について

体験を交えて就任挨拶があった。

次に、井戸本近税政幹事長より、政治資金規

正法について各政党対応、税制改正の現状につ

いての報告があり、続いて徳冨近税政副会長よ

り祝辞に代えて、税政連として支援後援会の会

員構成要件等の説明があった。

西村やすとし議員は国会開会中のため東京よ

り駆けつけられた。今年の政治、特に参院選・

首相交代を振り返り、テロ対策、明石淡路の水

産業振興、中小企業事業承継税制をはじめとす

る税制改正、独立行政法人の改革統合の行方、

ガソリン税の暫定税率の継続と道路財源の問

題、消えた年金保険料への対応、薬害肝炎の政

治決断等について幅広い国会報告があった。ま

た、来年にも予想される選挙へのさらなる支援

の要請と日頃の後援会活動への謝辞があった。

この後、南谷慎一近税政兵庫県第２支部連会

長の乾杯の後、懇親会が始まった。終始なごや

かなうちに進み、明石支部野村秀次郎副支部長

の中締めで散会した。 （星川啓明）

谷口隆義後援会
定期総会

税理士による谷口隆義後援会定期総会が１月

１１日、新大阪のニューオーサカホテルにおいて

開催された。

来賓として、近税政本部から今中英雄副会長、

井戸本�次幹事長、大阪府第２支部連から中山

寿光会長、保泉幸雄幹事長が出席した。

総会に先立ち赤堀後援会会長が「日頃から後

援会を応援していただき感謝している。谷口議

員に確実に選挙で勝っていただくために、正会

員のみならず、賛助会員を増やさなければなら

ない。そのために、会員の皆様の力を貸してい

ただきたい」と挨拶があった。

次いで総会に入り、全ての議案が満場一致で

可決承認された。

来賓の今中副会長は「谷口議員は、日本の国

を背負っていく逸材である。財務大臣になって

国を引っ張っていただきたい。そのために後援

後後援援会会ニニュューースス

谷口隆義議員
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会をあげて、また近税政も全面的に応援してい

きたい」旨の挨拶があった。

谷口隆義議員からは「日本にはこれまで国や

自治体の公会計基準が整っていなかった。財務

副大臣をしていた６年前に国の公会計の研究会

を立ち上げた。昨年１０月には総務省として公会

計基準を提示し、全国の地方自治体に連結ベー

スの財務諸表作成を要請することになった。地

方自治体の公会計を整備すれば自治体の時系列

的な変化と自治体間を比較して見ることができ

る。これまで税の無駄遣いを廃し、納税者本位

の税制を作るために客観的で冷静な指標が必要

であり、より透明性を高めるために公会計改革

を進めてまいりました。ある程度の道筋を示せ

たことに満足しています」との挨拶があった。

懇親会の席では谷口議員は各テーブルを回

り、会員一人一人の意見を熱心に聞かれた。

取材中ある会員に「近畿はもちろん、全国で

もトップクラスの税理士による後援会ですね」

と話しかけると「まだまだ満足してません。区

域の税理士の大部分が後援会に入会し、選挙で

は必ず勝って国会に送り出さなければならな

い。そのためにもこれからも活動を積極的に続

けていくつもりである」との言葉を聞いて、活

発に後援会活動を続けられるエネルギーを感じ

た。 （村木眞志）

上野賢一郎後援会
定期総会

平成２０年１月２６日午後５時より浜大津の「湊

町倶楽部」において、税理士による上野賢一郎

後援会定期総会が開催された。

まず久保会長から「日頃は後援会活動にご協

力いただきありがとうございます。上野先生に

は自民党の税制調査会幹事になられて、唯一の

パイプ役であります。これからもよろしくお願

いしたい」と挨拶があった。

久保会長が議長となって議事が進められた。

議事（１）活動報告 １９年１０月１５日琵琶湖ホ

テルにおいて講演会をおこなった。テーマは「中

小企業の事業承継契約スキーム創設につい

て」、講師は衆議院議員の上野賢一郎議員と西村

康稔議員。議事（２）収支決算報告書承認の件

監事から報告があり、適正であった。議事（３）

平成２０年度運動方針承認の件 今年は賛助会員

にも選挙の際に協力をお願いしたい。税理士だ

けでなく、顧問先、家族等にもお願いしたい。

議事（４）役員選任の件等、全議案が原案どお

り承認可決された。

以上で、総会は無事終了した。

来賓挨拶 九鬼郁雄 近畿税政連副幹事長

日頃は、上野先生を盛り上げていただきあり

がとうございます。税制改正については、役員

給与の件は廃止にはならなかったが、一文が加

えられて今後も注視していくということと、事

業承継等多くの問題が税政連の主張通り改正さ

れることになりました。規制改革の問題でも

我々税理士の立場を最大限主張していくつもり

です。

国政報告 衆議院議員 上野賢一郎議員

去年は税調の幹事として色々勉強させてもら

いました。税制がどうやって決まっていくのか、

また暫定税率の問題では財政の穴埋めまで、き

ちんとした議論をしないといけないと思いま

す。３月末で期限の切れる法律がたくさんあり

ます。ねじれ国会のため予断を許さない状況が

続いています。これからも皆さんのご支援をよ

ろしくお願いします。

以上で定期総会は終了して懇親会に移り、和

やかなうちに終了した。 （石原稔也）

上野賢一郎議員（左）
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高市早苗議員

清水こういちろう議員（左）

高市早苗後援会
臨時総会及び講演会

日 時 平成２０年１月２６日（土）

開催場所 奈良ロイヤルホテル

来 賓 自由民主党奈良県第二選挙区支部長

高市早苗 衆議院議員

近畿税理士政治連盟

河田秀雄 後援会対策委員長

東口哲夫 奈良県支部連会長

近畿税理士会

大西 晃 奈良県支部連会長

新春間もない平成２０年１月２６日（土）に税理

士による高市早苗後援会臨時総会及び講演会が

開催された。石谷浩一会員の司会で開会され、

武野勝文会長が「中小企業の苦しい状況の下、

特命担当大臣在任中、高市先生には次から次に

中小企業施策を打って頂いた。是非今日配布し

た資料を見て頂きたい」と挨拶の後、議案審議

が行われ竹内淳後援会幹事長の東支部転出に伴

い、後任に黒田浩之会員を満場一致で選任し

た。

総会終了後、来賓の近税政副幹事長の河田秀

雄後援会対策委員長が「日税政においても後援

会対策委員会が設置され、後援会活動を広報に

おいて紹介していくことになっている。今後も

後援会活動の活性化をお願いしたい」と挨拶し

た。

引き続き、高市早苗元特命担当大臣の講演が

始まった。「厳しい状況の中、今後の選挙よろし

くお願いしたい。道路特定財源が厳しく、暫定

税率を維持しなければならない。税率を維持で

きない場合の不足分をどのように負担するかが

問題である。

大臣を終えてから議員立法で、２本の法律を

提出し活動している。青少年を違法・有害情報

から守る為の法整備と、青少年に残虐、猥褻な

表現のＤＶＤ・ゲーム・図書等有害なものが渡

らないように立法作業に努力している。法人税

のオーナー課税の問題点は与党税制大綱で今後

も注視するということになっている。中小企業

団体の協力を得て政党の経済産業部会に陳情し

ていただければ通りやすい。年金、社会保障制

度は結果平等ばかりでなく、経済を活性化して

その結果として日本経済全体を元気にしたい。

頑張った人が報われる活力ある社会を望んでい

る」と話をまとめた。

最後に大西晃近畿税理士会奈良県支部連会長

の閉会挨拶で講演会を終わった。（黒田有紀）

清水こういちろう後援会
定期総会

税理士による清水こういちろう後援会の第２

回定期総会が、平成２０年２月１日（金）、ホテル

日航プリンセス京都において、３６名の出席で開

催された。

来賓として、近税政本部から南出力利会長、

井戸本�次幹事長、京都府支部連合会から北村

善和会長、奥村和義幹事長が出席した。

田中明幹事長の司会により開会し、まず市川
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仁三後援会会長が、我々の業界発展の為に清水

鴻一郎先生の政治活動への支援にご協力頂きた

いと挨拶した。続けて定期総会の議案審議に入

り、後援会活動について第１号から第５号まで

全ての議案が満場一致で可決承認された。次い

で、南出近税政会長、井戸本近税政幹事長、北

村支部連会長からお祝いの挨拶があった。

総会の最後に清水議員が登壇し、与野党が逆

転した衆参議院のねじれ現象、道路特定財源の

暫定税率の期間延長の必要性、財政構造対策か

ら医療、介護、年金、そしてもちろん税制問題

にわたる詳しい国政報告がなされ、後援会への

感謝と今後のより一層の協力・支援のお願いが

あった。

林光伸副会長の閉会挨拶の後、引き続いて谷

久夫副会長の開宴の挨拶、奥村支部連幹事長の

乾杯の発声で懇親会が開宴した。懇親会では清

水議員が各テーブルを回り、参加した役員、会

員と親しく歓談され、終始和やかな雰囲気であ

った。そして最後は西村進副会長の閉会の挨拶

をもって終宴となった。 （矢田善久）

戸井田とおる後援会
定期総会

税理士による戸井田とおる後援会定期総会

が、平成２０年２月１６日、姫路商工会議所におい

て開催された。

来賓として、徳冨勲近税政副会長が出席した。

総会に先立ち、内藤強後援会会長が挨拶「後援会

活動に一層のご支援、ご協力をお願いしたい」。

次いで、小谷満会員を議長に選出し、平成１９

年事業報告、収支報告が、原案通り可決承認さ

れ、続いて平成２０年事業計画（案）、収支予算

（案）が満場一致で承認された。

引き続いて、戸井田議員より「日頃のご支援

に感謝申し上げる。国と地域が抱える様々な問

題を真正面から捉え、本当に豊かな生活や、気

持ちになれる社会づくりを目指していきたい」

と力強い言葉で挨拶がなされた。

続いて内藤会長のもと、笹山相談役より戸井

田議員に対して、「平成２０年度税制改正に関する

要望書」が手渡された。

また、徳冨近税政副会長は「規制緩和と改革

が多くの分野で進められているが、税理士会へ

の強制入会制と無償独占は税理士の資質の維持

・向上と申告納税制度の適正な運用と発展のた

めに意義があり、堅持すべきである」と訴えら

れた。

最後に前田昌和後援会副会長の閉会の辞を持

って終了した。 （一井正彦）

松本たけあき後援会
定期総会

税理士による松本たけあき後援会定期総会が

平成２０年２月１６日（土）に、姫路市の森富にお

いて開催された。

来賓として、近畿税理士政治連盟より井戸本

�次幹事長が出席した。

橋本敬司幹事長の司会により開会し、前田俊

明会長が「日頃の後援会活動への協力に感謝申

し上げる。松本先生におかれては、前回の近税

政の定期大会の際には大変な時期にもかかわら

ず一番にご出席いただいたことに感謝の意を述

べ、次回は選挙区での当選を目標に全力で応援

していきたい」と挨拶した。

次いで議案審議に入り、全ての議案が承認可

決された。

来賓の挨拶で、井戸本幹事長は「今回制定さ

れた後援会の支援に関する規程について理解を

お願いしたい。後援会活動を通じて、税理士会

戸井田とおる議員（右）

平成２０年（２００８年）５月１０日 近 畿 税 政 連 第 １６７ 号 （11）



藤井裕久民主党税制調査会会長

の要望を実現に協力を賜りたい」と挨拶され

た。

次いで松本たけあき議員が「政調会長時には

大変お世話になった。現在は予算委員会に所属

しており、今は予算審議の真っ最中である。税

制改正についての審議時間が少ないが、今後は

政党間の政策競争を活発化していかなければな

らない。措置法関係も導入時の試算はあるが導

入後の検証がされていないので、今後は導入後

の検証をしっかり行わなければならない。また

次回の選挙では選挙区での当選を目標にしてい

るので、今後ともよろしくお願いしたい」と挨

拶された。

その後昼食時には、松本議員からの国政報告

等を交えながら活発な意見交換が行われ、石田

陽崇副会長の閉会の挨拶で終了した。

（後援会 西村靖彦）

民主党税制調査会会長の藤井裕久衆議院議員

の特別講演会が、税理士による中野寛成後援会

と中野寛成事務所の共催により、２月１７日（日）

午後２時から、豊中商工会議所において開催さ

れた。

講演会には、税理士による中野寛成後援会の

役員、会員や、南出力利会長、井戸本�次幹事

長をはじめとする近税政本部役員とともに、中

野寛成前衆議院議員の支援者など約７０名が参集

した。

冒頭、村木眞志後援会会長と南出力利近税政

会長が挨拶を行い、本日の講演会への感謝と、

藤井民主党税調会長、中野前議員の今後の活躍

を期待する旨が述べられた。

つづいて、藤井議員が登壇され「日本の税制

改正のあるべき姿」をテーマに約７０分間、熱弁

を振るわれた。税制をはじめ年金問題など幅広

くお話をいただき、通常国会で注目を集める道

路特定財源については、ガソリン税と消費税、

自動車税と自動車重量税の関係などテクニカル

な面と、民主党の基本政策である「国民の生活

が第一」という観点から非常に平易に解説をい

ただいた。暫定税率は経済政策として当初２年

間の予定であったが、その後、道路政策として

３５年間継続し、現在では天下り官僚と道路建設

工事関係業者の利権の巣窟と成り果てており、

永年の一党支配が原因であると指摘された。藤

井議員は東大卒業後、大蔵省に入省され税務署

長、主計官などを歴任され、国会議員当選後は

細川、羽田内閣で大蔵大臣を務められるなど財

政と税制のプロフェッショナルであり、出席者

一同大いに感銘を受けた。

閉講にあたり、中野前議員から藤井議員に謝

意がのべられた。また自身の今後について決意

を表明され、後援会会員一同が団結を誓い合い、

盛会のうちに閉会した。 （事務局）

松本たけあき議員（右から２人目）

藤井裕久民主党税制調査会会長特別講演会
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平成１９年７月の第２１回参議院議員通常選挙において、税理士の国会議員が２名誕生しました。

第１部では、税理士業務を経験されている両議員をお迎えし、税理士の国会議員としての国会

内・党内のポジションや、自身のスタンス及び今後の取り組みなどについて、また、自民党な

らびに民主党の立場から、法律案の作成、党内手続き、国会での手続き、審議の過程などを解

説いただきます。

また、平成２０年度税制改正において、税政連・税理士会が要望及び建議を行っていた「中小

企業の円滑な事業の継続のための措置」が与党税制改正大綱に盛り込まれました。現在「中小

企業における経営の承継の円滑化に関する法律案」として今国会で審議中ですが、これにより

今年度中に相続税法の改正が行われることになっています。第２部では近畿税理士会調査研究

部より講師をお迎えし、これらの動向について最新の情報とともに解説を行います。

１．日 時 平成２０年６月２３日（月）午後１時１５分～同４時５５分（午後０時３０分受付）

２．会 場 近畿税理士会館３階（地下鉄谷町線・京阪電車「天満橋駅」４番出口すぐ）

大阪市中央区谷町１丁目５番４号

ＴＥＬ（０６）６９４４―９０４０（近畿税理士政治連盟事務局）

３．研 修 会 第１部「税理士の国会議員として」

講師 参議院議員 水戸将史 先生（民主党・神奈川県選挙区）

参議院議員 西田昌司 先生（自民党・京都府選挙区）

第２部「相続税法改正の動向について」

講師 近畿税理士会調査研究部派遣講師

４．受 講 料 ２，０００円（当日申し受けます）

５．申込方法 参加申込書（本紙）に所定の事項をご記入の上、近畿税理士政治連盟まで

ＦＡＸにてお申込ください。

平成１９年度の税政連会費（年額１３，２００円）が未納の方は当日申し受けます。

６．締め切り ○お申込先着順で定員に達し次第締め切ります。（定員３００名）

○定員超過後にお申込の方には受講お断りのＦＡＸを差し上げます。

７．主 催 近畿税理士政治連盟（ＴＥＬ（０６）６９４４―９０４０／ＦＡＸ（０６）６９４４―９０５０）

近畿税理士政治連盟事務局 行 平成２０年 月 日

FAX ０６―６９４４―９０５０

所属支部 氏名 登録番号

電話番号

FAX番号

近畿税理士政治連盟会員研修会 （近畿税理士会認定研修）

税理士国会議員が語る国政と相続税法改正の動向

研修会開催要領

キ

リ

ト

リ

�切り取り不要�

�近畿税理士政治連盟会員研修会�受講申込書

平成２０年（２００８年）５月１０日 近 畿 税 政 連 第 １６７ 号 （13）
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銀銀河河系系

昨春から日曜日の午後は淀川の河川敷コートでテニスに没頭する事が生
活の一部となっている。高校時代のテニス部の後輩と２０数年ぶりに地下鉄
で再会したことがきっかけで、彼が所属するサークルに入会させてもらっ
たのである。
年齢層は２０代から５０代までと幅広く、和気あいあいとした雰囲気のサークルだ。今までとは
全く別の人間関係が一気に広がったことは新鮮な気分にさせてくれる。最近では、週末が近づ
くと日曜日の天気が気にかかる。仕事でストレスが溜まっていても、ボールに集中することに
よってリフレッシュすることが出来ている。
技術向上のため、テニスの月刊誌を購読し、ラケットとシューズを買換え、メンタル強化の
セミナーにも出席した。様々な努力の結果、以前より技術的に少しは向上したように思う。但
し、体力は若い頃とは比較にならず、思うように足が動かないことが情けない。
後輩とダブルスを組んで初めて出た草トーナメントでは、前日の深酒がたたったせいか、お
互いに体調不良で実力が出し切れず悔しい思いをした。
昔から試合になると「勝たなければ」という意識が強すぎて、かえって実力が発揮出来ない
事が多かった。試合を通じて久しぶりに高校時代の緊張感がよみがえり、ほろ苦くもあり、懐
かしくもあった。
後輩との幸運な出会いとサークルの仲間に感謝しつつ、健康を維持し末永くテニスが続けら
れるようにと心に誓うこのごろである。 （大淀支部 胡摩健二）

近税政本部のうごき
○税理士による国会議員等後援会会長連絡会議

（１２月２０日）

・後援会活動の活性化について

○税理士による谷口隆義後援会定期総会（１月

１１日） 今中副会長、井戸本幹事長が出席

○支部長連絡会議（１月２２日）

・支部活動の活性化について

・税政連活動の報告について

○税理士による上野賢一郎後援会定期総会（１

月２６日） 九鬼副幹事長が出席

○税理士による高市早苗後援会臨時総会及び講

演会（１月２６日） 河田副幹事長が出席

○税理士による清水こういちろう後援会定期総

会（２月１日）南出会長、井戸本幹事長が出席

○税理士による北側一雄後援会新春懇話会（２

月８日） 細谷副会長が出席

○税理士による松本たけあき後援会定期総会

（２月１６日） 井戸本幹事長が出席

○税理士による戸井田徹後援会定期総会（２月

１６日） 徳冨副会長が出席

○藤井裕久民主党税制調査会会長特別講演会

（２月１７日）

○平成１９年度・第４回広報委員会（４月１０日）

・機関紙第１６６号（新年号）の批評

・機関紙第１６７号（５月号）の編集に関する件

・機関紙第１６８号の編集企画に関する件

○平成１９年度・第２回組織委員会（４月１８日）

・会員研修会の開催について

・諸規程の整備と組織の見直しについて

一年のなかで一番エネルギーを感じる季節で

ある。それにも負けないエネルギッシュな広報

１６７号が完成したと自負している。

会員に広報誌が届くまでの裏方をしてみると

書き手の税政連に対する熱い想いや、原稿を書

くにあたっての準備資料を見ると、本当に頭が

下がる。編集・校正会議では、その想いが会員

にきちっと伝わるようにと広報委員一同、心が

けている。会員の一人一人がこのエネルギーを

受け止めて、税政連活動に参加してもらいたい

ものである。 （田中圭子）

日曜日の楽しみ
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